44会　第20回ウォーキング　東京都内庭園めぐり　　　

（案内資料）
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飛鳥山公園
約280年前、徳川吉宗が享保の改革の一環として、江戸っ子たちの行楽の地とするため、整備を行い江戸庶民に開放したのがこの公園の始まりです。江戸の新しいお花見の名所として誕生した飛鳥山は、当時、桜の名所地では禁止されていた「酒宴」や「仮装」が容認されていたため、江戸っ子たちは様々な趣向を凝らして楽しみました。

飛鳥山は明治6年、太政官布達によって、上野・芝・浅草・深川とともに、日本最初の公園に指定され、現在も「憩いと出会い」の場として親しまれています。


旧古河庭園
この庭園はもと明治の元勲・陸奥宗光の別邸でしたが、次男が古河財閥の養子になった時、古河家の所有となりました。尚、この当時の建物は現存していません。

　現在の洋館と洋風庭園の設計者は、英国人ジョサイア　コンドル博士（1852～1920）です。博士は当園以外にも、旧岩崎邸庭園洋館、鹿鳴館、ニコライ堂などを設計し、我が国の建築界に多大な貢献をしました。

　日本庭園の作庭者は、京都の庭師植治こと小川治兵衛（1860～1933）であり、彼は当園以外にも、山県有朋の京都別邸である無鄰菴、平安神宮神苑、円山公園、南禅寺界隈の財界人の別荘庭園などを作庭し、造園界に多大な貢献をしました。

昭和30年4月東京都の管理するところとなりました。

開園年月日 昭和31年4月30日 

開園面積 30,780.86平方メートル(平成21年6月1日現在)
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六義園
造園当時から小石川後楽園とともに江戸の二大庭園に数えられておりました。元禄8年(1695年)、五代将軍・徳川綱吉より下屋敷として与えられた駒込の地に、柳沢吉保自ら設計、指揮し、平坦な武蔵野の一隅に池を掘り、山を築き、7年の歳月をかけて元禄十五年（1702年）「回遊式築山泉水庭園」を造り上げました。

庭園の名称は、中国の古い漢詩集である「毛詩」の「詩の六義」、すなわち風・賦・比・興・雅・頌という分類法を、紀貫之が転用した和歌の「六体」に由来します。

昭和15年8月、史跡名勝天然記念物保存法によって名勝の指定を受け、

昭和28年4月特別名勝となり、日本でも特に優れた名園として大切に保存されています。

開園年月日 昭和13年10月16日 

開園面積 87,809.41平方メートル（平成21年6月1日現在）
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小石川後楽園
江戸時代初期、寛永6年（1629年）に水戸徳川家の祖である頼房が、江戸の中屋敷（後に上屋敷となる。）の庭として造ったもので、二代藩主の光圀の代に完成した庭園です。庭園の様式は池を中心にした回遊式築山泉水庭になっていています。
光圀は、造成に当たり明の遺臣「朱舜水」の意見を用い、円月橋、西湖堤など中国の風物を取り入れ、
後楽園の名は、中国の范仲淹（はんちゅうえん）「岳陽楼記（がくようろうき）」の「天下の憂いに先立って憂い、天下の楽しみに後れて楽しむ」から名づけられました。

小石川後楽園は文化財保護法によって国の特別史跡・特別名勝に指定されています。この二重指定を受けているのは、全国でも小石川後楽園、浜離宮恩賜公園、金閣寺など、ごく限られています。

開園年月日：昭和13年4月3日 

開園面積：70,847.17㎡
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飛鳥山公園





すいどうばし








1/3

